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(2) 進路学習にかかわる内容（生徒個人の記録、全体の活動の記録） 

 ア 職業調査や職場体験学習等を実施したときの学習内容 

 イ 上級学校調査や高等学校訪問等を実施したときの学習内容 

 ウ 自己理解などについての学習内容 

(3) 校内で集計した資料にかかわる内容（学年・学校としての記録） 

 ア 評定に関するデータ 

 イ 学力検査得点や公的テスト等の得点や偏差値に関するデータ 

 ウ 自校の過去の進路指導に活用したデータ 

(4) 市町村等による公的テストの得点や偏差値に関するデータ 

 

５ データの蓄積方法の例 

(1) 教科等の学習の記録にかかわる内容（生徒個人の記録） 

   指導要録はもとより、通知表に記載されている内容を記録し活用できるようにします。 

(2) 進路学習に関わる内容（生徒個人の記録、全体の活動の記録） 

ファイルを用意し、進路学習や体験活動等で用いたプリントや資料等を綴じておき、３年

間いつでも必要なときに活用できるよう保管しておきます。 

(3) 校内で集計した資料にかかわる内容（学年・学校としての記録） 

卒業生の調査書内容（評定合計・特活の記録等）、校内テストや公的テストの得点や偏差

値とその生徒の進学先を関連付け、評定と合否の関係を明らかにし、各高等学校の合格ライ

ンの分析を行いデータとします。ただし個人のデータを扱うため、十分配慮するとともに情

報が漏洩しないようデータの取扱いについては、細心の注意を払うことが重要です。 

(4) 学力検査得点と評定等を生徒の合否と関連付けて、各高等学校の年度別の合格ラインの分析

を行い、データを蓄積します。 

(5) 地区の校長会が個人情報の取り扱いに留意し、学力検査得点や公的テスト得点や偏差値等の

情報を持ち寄り、集約・分析を行い、各校の進路指導に活用することなども考えられます。 

 

６ データの活用方法の例 

(1) 生徒の校内テストなどのデータを、志願先学校別一覧表にまとめた例 

生徒一人一人の１年から３年までの評定合計や３年での校内テストや公的テスト等の得点

や偏差値、併願校や特記事項等の進路相談などで必要な情報がすぐに確認できるようにする

とともに合否の可能性を検討する資料とします。 

 

 

 

 

 

１年 ２年 ３年 １回 ２回 平均 １回 ２回 ３回 平均

1 12 ○○　○○ 25 26 28 49.6 50.5 50 .05 60 58 42 53 □□高校（校長推薦）

2 27 △△　△△ 33 33 37 58.5 55.8 57 .15 62 69 61 64 ◇◇高校（自己推薦）、県大会出場

併願校、特記事項組 番号 氏名
評定合計 公的テスト（偏差値） 定期テスト（順位）
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国語 社会 数学 理科 音楽 美術 体育 技家 英語 ３科 ５科 ９科

１年

２年

３年１学期

３年２学期

３年調査書

国語 社会 数学 理科 英語 国語 社会 数学 理科 英語 点数 順位 点数 順位

１学期中間

１学期期末

２学期中間

２学期期末

公的テスト①

公的テスト②

欠席日数

科
コース

１１月

第３希望

学校名

学校名

科
コース

第４希望

７月

第１希望

科５科３数点

第２希望

この欄には、次のような項目について記録するとよい。 

○将来就きたい職業希望（本人・保護者） 

○中学卒業後の進路希望（本人・保護者） 

○高校説明会の参加状況や相談内容 

○特別活動、取得している資格、外部テスト等の結果 

○一部の県公立高校における「第２志望」の利用 

○「不登校の生徒などを対象とした特別な選抜」などの希望 

○配慮事項(入学前に高校へ連絡してほしいと保護者から要望されていることなど） 

順位（偏差値）




